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星の世界よりの極熱電波

理學博士　山　本　一一　清

　去る十一月九日、来國マデソンで開かれナこ

ナショナル。アカデミの丁合でRAミリカン

榑士に重要な研究報告彪しブこ。それによるS

今まで吾入の夢想だにしなかつナこ短い波長の

エーテIV波力㌔明らか（：sm球以外の宇宙空間

から侵入して來てるるSいふ野南た、同博士

が過去二三年の齪測によって嚢見し六のだこ

いふ。

　　　　　　　　　o
　襯測方法亡してに、一九〇三年英國のラサ

フナド敏授等がやつナこ方法に暗示されて、竈

氣計の響電工が自嚢的に徐々ヒ電話な失って

行く現象な精密にばかろのであって、現象そ

のもCD［［1、右の如き雑感板が、ラヂウムから

放出すろガマ光穣の電離作用の結果εして
漸次失電するこミに酷似してみるビいふ。こ

の試二丁、一九二三年以來前、ミVhン博士

tztme國のパイクス。L“一スP、ホイトニー山

肥のミxア湖や、アローヘッド湖の数ケ所で

行つアこごころが、何所においても穽常に強力

な電離作用のエーテル波が認められ、それli

土地の高さや、天氣や、季節や、害夜：の別に

は關係なく、いつも同蒔に存在するこ定が明

らかに認められナこtいふ。この＝一テ｝レ波ば

透過力も罪常に強く、X線ならば宇インチ以

上の厚い鉛板に遮騎されるのにこのエーテ）V

波ば厚さ六ブイt・1・の鉛板蓮は通過するぜい

ふ。

　　　　　　　　　O
　かうしナこ強力の透過作用1塘防エーテル波

そのものが、非常に短い波長の持ち主である

こ定を語るものであろ。ミηカン氏ばこの波

長ヵS多分遽常の光看宴を）一千萬分の一ぐらみの

ものだらうS推定してみる。

　この不思議な一種の光線が、果して天の何

所から地球に來ろのであらうか？「太陽から

でば無いか？」ミいひ字こい氣もすろカ㌔しか

し現に書夜四季の匠分唾によらず、いつでも同

じ程度に叉天の何れの方向からも同様に認あ

られろのであるから、一磨「太陽からでばな

いjSいひ切ってしまつナこ方が適當なapうで

あろ。ミリカン博士の硯究によれば、このエ

ーテm波の持つエネルギーば水素原子が一・個

のヘリウム原子に鍵化するすこめに新しい陰陽

の電氣な獲得ずろ時のエネルギーに丁度匹敵

するtいふご亡であるカ㍉して見るll　Mこの．

宇宙問のあちらこちらに、吾人の物理苧貞験

室で匡知られない不思議な物質離換の作用が

行にれ、そこに現れナこ張力なエネル・ギーが空

間々縦横に飛ぶ一その一部が地球へも來る

こ定なのであらう。

　　　　　　　　　Q
　一腔，光線も叉かうしナこ物質韓国作用の副

産物tして獲生すfi＝一一テル波なのであって

この種の光波だけ匡吾人の肉眼に感ずるもの

だから、大昔から人類は皆、星から光の挙る

のな知ってみるのであろが、この大宇宙の中

［：ii7こゴに光波ばかりでなく、大に波長幾萬

キロメハbレのいii！1　L9＞る無線電波からs小匡

紫外の短波に至うまでhいろいろのエ”テ）V

波が存在するこSが数十年以來漸次物理學者

によって明らかにされて來たのであっ7：0

　紫外線以下の短波に麗するX線が、宇宙空

問にあるか無いかば、直接に観測が出口ない

こtであろが、かうし’tこX波ば、得Pうピ，患

へば今に人の力で之fP作り、之な人心に利用

するこSが出來るまでに學術ば進んで來ナこの

であろ。

　　　　　　　　　“
　こんごミリカン博士のi菱見によって光波の

一千萬分の一X波の一百分の一ほこの極短波

が星から星へ飛んでゐts　SいふこSがわかっ
て見る書、之ば將來の物理學のナこめにも殉難

來の天丈學のずこめにも、いろいろな研究問題

潜提供すうものであらう。

　不思議なもの匡この宇宙四一テ，レであろア

インシ’ユタイン流の相野論者一のx一テル無用

謝鰭くおく、同じこのエーテrVが、　u・にゆ

る電波燃灘光波潔外冠x榔新嚢見
の極短波s＿極端に長い波t極端に短い波
定な（軍に波長の蓮ひのみに1しまり他の全く

同一・性質で（即ち皆同じ傳播速度で）博へて行

く亡　［t到底人聞の想像されないやうな瀞秘的

なものである。


